
オイスカ農業研修生 修了スピーチ 

２０２４.４.２０ 

(2年の研修期間) 

        ミリ （フィージー） 

私は、フィジーから来ました。ミリ・ティコイナサウ

といいます。日本に来る前、クリスチャンで、教会のリ

ーダーをしていました。 

 7人家族で、父は森の専門家、母は、先生でした。２

人の姉も先生をしていて、もう 1人は会計士です。弟は、教会で説教をしていま

す。もう 1人は、エアコンなどのエンジニアです。 

私は、キリスト教の教えで大きくなりました。南の島の小さな国、キリスト教

の国フィジーから来ました。フィジーには、自由があり、温かくフレンドリーな

人たちで世界から愛されています。フィジー人は、村、家族、親戚を大切にして

います。目上の人や村長などを大切にした縦社会があります。 

私にとって、この２年間の日本での研修はやさしいものではありませんで

した。毎日の研修、天気、家族から離れての生活など。この２年間で、５人の親

戚が亡くなりました。今は、受けとめて、あきらめず、忍耐をもって毎日過ごし

ています。過ぎたことは、流し、いつもポジティブに考え、未来に希望を持とう

と思っています。ここで学んだことを、フィジーに持ち帰り、家族や地域の人と 

シェアしたいと思います。日本人から、時間を大切に使うことを学びました。  

また、研修センターの外でもたくさんの日本人家族と強い絆が出来ました。 

はるみファミリー、中川ファミリー、ジャイカ・ボランティアのそうこさんや

くみこさんにもお礼を言いたいです。また、フィジー大使館のかたたちも、いつ

もわたしを気にかけてくれていました。もちろん オイスカ中部の すべての

先生がたにお礼を言いたいです。ありがとうございました。 

今日は、私の卒業式、２年間のオイスカでの研修が終わる日です。まず、私の 

命の元である神様にお礼を言いたいです。フィジーで私の為に祈ってくれてい

た牧師さん達へも感謝をします。また、オイスカの会員の親切なサポートにも   

お礼を言います。皆さんのサポートが、私の人生に役立ちました。 

たいへん ありがとうございました。 

私は、これから 誰も 信しんじてくれないような時でも、自分を信じて頑張

っていきます！ 

最後に、オイスカの皆様と、会員の皆様が健康でご活躍されますようお祈りし

ます。 

ご清聴、ありがとうございました。 


